
小田原市都市公園条例に基づく申請に対する処分の審査基準案に対する市民意見の募

集結果について 

 

１ 意見募集の概要 

政策等の題名 小田原市都市公園条例に基づく申請に対する処分の審

査基準について 

政策等の案の公表の日 平成２９年１０月１３日（金） 

意見提出期間 平成２９年１０月１３日（金）から平成２９年１１月 

１３日（月）まで 

市民への周知方法 意見募集要項の配布（市内公共施設、ホームページ） 

２ 結果の概要 

  提出された意見は、次のとおりです。 

意見数（意見提出者数）     ９件 （２人） 

 インターネット     １人 

 ファクシミリ     ０人 

 郵送     １人 

 直接持参     ０人 
 

無効な意見提出      ０人 

３ 提出意見の内容 

  市民意見の募集で提出された意見の内容とそれに対する市の考え方は、次のとおり

です。 

 〈総括表〉 

区分 意見の考慮の結果 件  数 

Ａ 意見を踏まえ、政策等に反映したもの ５ 

Ｂ 意見の趣旨が既に政策等に反映されているもの ０ 

Ｃ 今後の検討のために参考とするもの ０ 

Ｄ その他（質問など） ４ 

  

  



〈具体的な内容〉 

 (1) 個票の記載方法 

 意見の内容（要旨） 区分 市の考え方（政策案との差異を含む。） 

１ 根拠法令及び条項は小田

原市都市公園条例第３条

のほうがよい。 

Ａ ご意見のとおり修正します。 

 

 (2) 審査基準について 

 意見の内容（要旨） 区分 市の考え方（政策案との差異を含む。） 

１ 露天商等、展示会等に関

する個別基準には、「国、

地方公共団体、地縁団体

又は学校等が実施する行

事であること」とあり、商

業的イベントの実施を排

除しているように読み取

れる。 

商業的イベントであって

も、主催者がしっかりと

した企業であり、また、共

通基準にあるように、公

園利用者や周辺住民に迷

惑にかからないものであ

れば、高齢化が進み、遠出

ができない小田原市民の

ためには非常に有効であ

る。 

小田原市が、商業的イベ

ントを排除するつもりが

なく、「共通基準」を満た

す内容であるか否かを個

別審査することを想定し

ているのであれば、（７）

項の記載は、「商業的イベ

ント等上記に掲げる基準

Ａ ご意見のとおり修正します。 



の内容以外の実施につい

ては、共通基準に照らし

て個別に審査する」とし

た方がわかりやすい。 

２ 広告物の表示基準に「風

俗営業等の規制及び業務

の適正化等に関する法

律」第２条第５～１１項

に該当する営業について

も追加で規制して欲し

い。 

Ａ ご意見のとおり修正します。 

３ 都市公園である城址公園

にて、テレビの撮影がよ

く行われているが、それ

らは写真でも映画でもな

いため、第３条第１号に

該当しないという認識で

よいか教えて欲しい。そ

うであるならば、それら

は占用の許可が出されて

いるという認識でよいか

教えて欲しい。 

Ａ 都市公園条例第３条第１項第２号の規

定に基づき許可をしています。 

城址公園に係る審査基準は別に定めら

れているため、当該審査基準から除く

旨、明記します。 

４ 都市公園である城址公園

にてコスプレの写真撮影

のイベントが行われた実

績があると思うが、今後

このようなことを行うと

しても、これは業でない

趣味で写真を撮影してい

るため、行為の許可申請

は不要であるという認識

でよいか？これまではど

のような事務処理を行っ

ていたのかも教えて欲し

い。 

Ａ 都市公園条例第３条第１項第４号の規

定に基づき許可をしています。 

城址公園に係る審査基準は別に定めら

れているため、当該審査基準から除く

旨、明記します。 

 



５ 公園内行為の許可基準の

中に、「専ら私的な利益を

目的としていないこと。」

とあるが、私的な利益と

はどういったものか説明

して欲しい。 

露天商の収益や業として

の写真や映画の撮影にお

いても、公共性が求めら

れるのか？どういった基

準でそれらを判断するの

か教えて欲しい。今回提

示された個別基準のみだ

けでは判断できないので

はないか？的屋が店を出

すとして、どういった箇

所を見て許可を行うのか

教えて欲しい。 

Ｄ 私的な利益とは、簡単に言うと個人のも

うけのことです。 

各行為について、専ら個人のもうけとな

らない様、個別基準を設けています。 

６ 都市公園である久野霊園

で、線香に火をつける行

為は火気使用の行為の許

可申請が必要か教えて欲

しい。不要だった場合、他

の都市公園においても同

様に行為の許可申請が不

要か教えての欲しい。 

Ｄ 条例第３条第５号の火気とは、ある程度

火力が強く、火の粉が周辺に飛び散る

等、火災等の危険が高いものを想定して

います。このことを踏まえ、公園毎の設

置目的等に照らして判断します 

 

(3) 標準処理期間について 

１ 小田原市情報公開条例に

よる情報公開請求は請求

の翌日から起算して１０

日以内での公開としてい

ますが、この許可がこれ

と同等に出来ない理由を

教えて欲しい。 

Ｄ 公園内行為申請は、情報公開請求の事

務と異なり、現地調査等の事務が伴う

ため、その期間を標準処理期間に加え

ています。 



２ この条例に限らず、市で

定めた標準処理期間の一

覧を行政手続法第６条の

理念に則り、ホームペー

ジで公開して欲しい。 

Ｄ ご意見は担当する部署に伝えます。 

 


